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（１） ２０１９年７月５日全　野　研　ニ　ュ　ー　ス第12号

全　野　研　ニュース
全国野菜園芸技術研究会

11:30　受付開始

11:30　機器・資材・種苗展示会（～18:00）

13:00　式典開会

　　　　主催者挨拶

　　　　来賓祝辞・来賓紹介

　　　　功労者表彰・感謝状贈呈

　　　　全野研事業報告

13:40　休憩・展示見学（～14:00）

14:00　講演Ⅰ　野菜の生産消費の変化と、これからの野菜経営

　　　　　　　農林水産省生産局

14:25　講演Ⅱ　熊本県における野菜の生産振興

　　　　　　　熊本県農林水産部生産経営局農産園芸課

14:50　基調講演　野菜園芸経営の現状と将来の展望

　　　　　　東海大学経営学部長 木之内均氏

15:40　休憩・展示見学（～16:10）

16:10　生産者・産地の取組み事例発表

　　　　・ＡＩを活用した灌水施肥技術導入によるトマト経

　　　　　　ＪＡうつのみや　トマト研究会　長嶋農園

　　　　　　絹島グラベル代表　長嶋智久氏

　　　　・ナスの安定多収のための栽培技術と経営管理

　　　　　～仲間や研修生と共に歩むデータ農業に向けて～

　　　　　　高知県安芸市 宮﨑農園 代表 宮﨑武士氏

　　　　・ＩＰＭを取り入れた熊本県育成いちご品種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ゆうべに」の栽培

　　　　　　ＪＡたまな 横島イチゴ部会前部会長 岩本正治氏

　　　　・熊本県における環境制御技術の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　～自分の理想を求めて～

　　　　　ＪＡやつしろ トマト生産者 橘昌史氏

17:40　大会決議・スローガン採択

17:50　閉会

18:20　交流懇親会（ザ･ニューホテル熊本）

　8:30　熊本駅前 発

　9:40　ＪＡやつしろ管内の低コスト耐候性ハウスの視察研修

　　　　ＪＡやつしろ 中央トマト選果場の視察研修

11:30　ＪＲ新八代駅 着

12:50　熊本空港 着

全国野菜全全国国野野菜菜園芸技術園園芸芸技技術術研究会研研究究会会 熊本大会熊熊本本大大会会
７月７７月月161166・・・171177日開催日日開開催催
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昨年の第63回群馬大会から

全全
野野

研研
熊熊

本本
大大

会会
開開

催催
にに

寄寄
せせ

てて

全全
野野

研研
会会

長長
　　
渋渋

谷谷
忠忠

宏宏

出
展

企
業
・
団

体
（

順
不

同
）

■７月16日（火）　式典、講演会・事例報告、交流懇親会

　
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
＝
全
野
研
、
渋
谷
忠
宏

会
長
）
は
７
月

16・

17日
の

両
日
、
熊
本
県
熊
本
市
の
く

ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
で

「
第

64回
全
国
野
菜
園
芸
技

術
研
究
会

熊
本
大
会
」
を

開
催
す
る
。園
芸
資
材
・
種
苗

関
係
の
機
器
資
材
展
示
会
も

同
時
に
行
わ
れ
る
。

　
〝
５
年
先
の
「
食
」と「

野

菜
」
を
考
え
て
、
い
ま
、す
べ

き
こ
と

〟
が
テ
ー
マ
の
大
会

を
通
じ
て
、
全
国
各
地
で
活

躍
す
る
野
菜
生
産
者
の
経
営

・
栽
培
技
術
・
販
売
方
法
・

後
継
者
づ
く
り
の
事
例
に
学

び
、
情
報
交
換
を
活
発
に
し

て
、技
術
向
上
や
経
営
発
展
、

産
地
の
活
性
化
を
図
る
。

　
参
加
申
込
方
法
は
、
左
記

の
全
野
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
中
。

http://www.z

enyaken.com
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Ｃ
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ボ
タ

三
菱
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㈱
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Ａ
Ｃ
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ュ
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シ
ョ
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Ｃ
Ｈ
Ｃ
シ
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テ
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㈲
木
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東
罐
興
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㈱

カ
ネ
コ
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苗
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ポ
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㈱

㈱
星
光
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Ａ
全
農

㈱
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今
大
会
は
「
５
年
後
の

『
食
』
と『
野
菜
』を
考
え

て
、
い
ま
、す
べ
き
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

後
継
者
や
若
手
生
産
者
が

夢
と
意
欲
を
持
て
る
よ

う
、
魅
力
あ
る
農
業
を
実

践
す
る
た
め
、
私
た
ち
野

菜
農
家
が
、〝
５
年
先

〟 に

な
り
た
い
姿
を
思
い
描

き
、経
営
を
安
定
的
・
持
続

的
な
も
の
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
１
日
目
は
、
農
家
で
あ

り
大
学
で
は
学
生
に
農
業

・
経
営
を
教
え
て
い
る
木

之
内
均
様
に
基
調
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た

ト
マ
ト
（
栃
木
・
熊
本
）、ナ

ス
（
高
知
）、イ
チ
ゴ
（
熊

本
）
の
生
産
者
に
発
表
い

た
だ
き
ま
す
。

　
２
日
目
は
八
代
市
を
訪

ね
て
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ

ウ
ス
と
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ

の
中
央
ト
マ
ト
選
果
場
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
生
産
・
流
通
・
販
売
・

経
営
・
人
づ
く
り
の
事
例

を
学
び
、
生
産
者
同
士
で

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　
農
家
が
明
る
い
未
来
を

思
い
描
け
る
よ
う
、
ま
た

参
加
者
が
団
結
で
き
る
よ

う
な
、
活
気
の
あ
る
大
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■７月17日（火）　現地視察研修（バス利用）
　　　「熊本県の野菜生産出荷を八代地域に見る」
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野
菜
類
の
新
規
殺
虫
剤

グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤

日
産

化
学

株
式

会
社

４段サーモシリーズの新製品

多段サーモヤコン
ＮＴ－３８１ＨＮ

ネポン株式会社
ハ
ウ
ス
周
年
栽
培
可
能
な
キ
ュ
ウ
リ
新
品
種

Ｏ
Ｓ
交
配
ニ
ー

ナ
・
ニ

ー
ナ
Ｚ

株
式

会
社

埼
玉

原
種

育
成

会

　
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
は
、
イ

ソ
オ
キ
サ
ゾ
リ
ン
系
の
新
規

殺
虫
剤
で
あ
り
、
本
年
５
月

よ
り
販
売
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
有
効
成
分
フ
ル
キ
サ
メ

タ
ミ
ド
は
既
存
剤
と
は
異
な

る
作
用
性
を
有
し
、
新
規
に

設
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
番
号

30で
す
。

　
本
剤
は
チ
ョ
ウ
目
、
ア
ザ

ミ
ウ
マ
目
な
ど
の
難
防
除
害

虫
に
速
効
的
な
防
除
効
果
を

示
す
こ
と
が
特
長
で
す
。
特

に
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る

薬
剤
抵
抗
性
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

に
対
し
て
も
高
い
防
除
効
果

を
示
し
ま
す

（
表

１
）。さ

ら

に
ハ
ダ
ニ
類
等
の
幅
広
い
害

虫
種
に
効
果
を
示
し
ま
す
の

で
、
同
時
防
除
剤
と
し
て
有

効
で
す

（
表

２
）。

　
受
粉
昆
虫
へ
の
安
全
日
数

は
ミ
ツ
バ
チ
、
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
の
い
ず
れ
に
も
散
布
翌
日

放
飼
可
能
で
す
が
、
多
く
の

天
敵
昆
虫
種
へ
は
影
響
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
導

入
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て

は
、
最
終
散
布
剤
と
し
て
の

使
用
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

　
本
剤
の
お
問
い
合
わ
せ
は

日
産
化
学
㈱
お
客
様
相
談
窓

口
（
電
話
０
３
―
４
４
６
３

―
８
２
７
０
）
ま
で
。

　
弊
社
４
段
サ
ー
モ
シ
リ
ー

ズ
の
新
製
品
と
な
る
、
多
段

サ
ー
モ
ヤ
コ
ン
Ｎ
Ｔ
―
３
８

１
Ｈ
Ｎ
は
、
で
き
る
限
り
コ

ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
、
細
や

か
な
暖
房
温
度
管
理
と
、
多

湿
環
境
を
抑
制
し
湿
度
管
理

が
で
き
る
簡
易
的
な
環
境
制

御
盤
で
す
。

　
２
０
１
９
年
秋
発
売
予

定
。
ご
予
約
受
付
中
で
す
。

○
８
段
階
＋
α
の
温
度
管
理

・
最
大
８
段
階
の
時
間
帯
設

定
が
可
能

・
ゆ
る
や
か
又
は
す
ば
や
く

段
の
切
り
替
え
が
で
き
る

「
変
温
移
行
機
能
」
搭
載

○
暖
房
除
湿
（
モ
ヤ
コ
ン
）

・
暖
房
機
を
燃
焼
さ
せ
る
こ

と
で
、
相
対
湿
度
を
低
下

・
突
発
的
な
除
湿
運
転
を
行

う
た
め
の
「
雨
の
日
運
転
機

能
」
も
搭
載

・
外
気
温
度
に
よ
る
ム
ダ
の

な
い
運
転
が
可
能

○
温
度
ム
ラ
低
減
（
フ
ァ
ン

コ
ン
）

・
２
つ
の
温
度
セ
ン
サ
ー
を

参
照
し
、
温
度
ム
ラ
が
発
生

し
た
場
合
に
自
動
で
送
風
フ

ァ
ン
を
運
転

○
便
利
機
能

・
環
境
デ
ー
タ
を
記
録
可
能

（

15分
毎
、
１
日
分
）

・
季
節
ご
と
の
設
定
な
ど
、

４
パ
タ
ー
ン
ま
で
設
定
を
記

録
可
能

【
お
問
い
合
わ
せ
】

ネ
ポ
ン
㈱

営
業
部

神
奈
川
県
厚
木
市
上
古
沢
４

１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
６
―

２
４
７
―
３
２
６
９

　
複
合
耐
病
性

ウ
ド
ン
コ

病
・
褐
斑
病
に
強
い
耐
性
を

示
し
、
ベ
ト
病
に
も
強
い
。

　
主
枝
雌
花
着
生
ほ
ぼ
１
０

０
％
（
７
月
、
８
月
ま
き
は

雄
花
節
も
出
る
）。各

１
～
２

節
成
り
。

　
節
成
り
性
が
高
く
と
も
、

分
枝
性
が
良
い
。終
始
、果
形

が
安
定
し
、
肥
大
が
良
い
。

　
高
品
質
で
、
秀
品
率
が
特

に
高
く
、
食
味
良
好
。

　
ニ
ー
ナ
及
び
ニ
ー
ナ
Ｚ
の

特
性
差
に
つ
い
て
は
、
適
作

型
及
び
品
種
特
性
は
い
ず
れ

も
変
わ
ら
な
い
。

　
ニ
ー
ナ
Ｚ
の
方
が
、
や
や

分
枝
性
が
良
く
樹
勢
を
強
く

維
持
で
き
る
。

　
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
摘

芯
栽
培
及
び
更
新
型
つ
る
下

ろ
し
栽
培
に
適
す
る
。

　
特
性
を
活
か
す
た
め
に
積

極
的
な
肥
培
管
理
を
す
る
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
㈱
埼

玉
原
種
育
成
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ


０
４
８
０
―
８
５
―
０
８
５

４

　
東
京
都
農
林
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
イ

チ
ゴ
新
品
種
「
東
京
お
ひ

さ
ま
ベ
リ
ー
」
が
３
月
に

品
種
登
録
さ
れ
、
５
月
か

ら
都
内
を
中
心
に
全
国
の

農
業
者
等
を
対
象
に
苗
購

入
の
受
付
を
開
始
し
た
。

　
東
京
お
ひ
さ
ま
ベ
リ
ー

は
、
従
来
の
露
地
栽
培
用

品
種
と
比
べ
て
糖
度
が
高

く
、
果
実
の
サ
イ
ズ
が
約

１
・
４
倍
と
大
粒
。
果
皮

・
果
肉
と
も
に
軟
ら
か
す

ぎ
ず
傷
み
に
く
く
、
果
肉

は
中
ま
で
赤
い
こ
と
が
特

長
。
収
穫
期
は
４
月
末
～

５
月
下
旬
で
、
こ
の
作
型

で
の
基
準
収
量
は
１
・
５

ｔ
／

10ａ
程
度
。

　
苗
は
今
秋
か
ら
、
都
内

を
中
心
に
全
国
の
農
業
者

等
に
も
販
売
さ
れ
る
予

定
。
収
穫
さ
れ
た
イ
チ
ゴ

は
、
来
年
５
月
頃
に
は
都

内
農
産
物
直
売
所
等
で
購

入
可
能
。

新
た
な
露
地
栽
培
用
イ
チ
ゴ

「
東
京
お
ひ
さ
ま
ベ
リ
ー
」誕
生
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根
圏
環
境
制
御
テ
ー
マ
に

事
例
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

初日の講演会のようす

次世代施設園芸埼玉拠点の選果施設

新規就農者の

取り組みもとに意見交換

トップランナーや

埼玉県農業技術研究センター実証ラボ

　
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
と
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ

ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
渋
谷

忠
宏
委
員
長
）
は
１
月

31日

～
２
月
１
日
、
埼
玉
県
の
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、

第
９
回
「
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し

た
。
講
演
３
題
の
ほ
か
生
産

者
の
経
営
事
例
発
表
や
、
今

回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
施
設
栽
培
の
根
圏
環

境
制
御
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
全
国
の
生
産
者
や
Ｊ
Ａ

担
当
者
、
試
験
研
究
機
関
・

普
及
関
係
者
ら
延
べ
３
８
０

名
が
参
加
し
た
。

　
１
日
目
は
、
農
水
省
園
芸

作
物
課
の
清
水
治
弥
課
長
補

佐
に
よ
る
基
調
講
演
「
こ
れ

か
ら
の
野
菜
園
芸
施
策
・
技

術
開
発
」
に
は
じ
ま
り
、
千

葉
大
学
名
誉
教
授
で
前
日
本

施
設
園
芸
協
会
会
長
の
篠
原

温
氏
が
特
別
講
演
「
世
界
の

施
設
園
芸
」
に
つ
い
て
発
表

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
農
水
省
園
芸
作
物

課
の
中
野
明
正
氏
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
の

稲
山
光
男
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
施
設
栽
培
の
各

シ
ス
テ
ム
（
▼
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
＝
全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー

ス
、
▼
コ
コ
バ
ッ
ク
＝
ト
ヨ

タ
ネ
、▼
Ｄ
ト
レ
イ
＝
大
仙
、

▼
ス
プ
レ
ー
ポ
ニ
ッ
ク
＝
カ

ネ
コ
種
苗
▼
、
ニ
ュ
ー
サ
ン

ド
ポ
ニ
ッ
ク
ス
＝
住
友
電
気

工
業
▼
ア
イ
メ
ッ
ク
＝
ク
ボ

タ
▼
ゼ
ロ
ア
グ
リ
＝
ル
ー
ト

レ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
）

の
技
術
者
・
実
践
者
が
登
壇

し
、
技
術
・
栽
培
に
関
し
て

広
く
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
青
果
市

場
で
働
く
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
漫
画
「
八
百
森
の

エ
リ
ー
」
の
作
者
・
仔
鹿
リ
ナ

氏
が
、
自
身
の
取
材
経
験
や

漫
画
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
見

る
青
果
物
流
通
に
つ
い
て
話

し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
農
林
水

産
祭
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
愛

知
県
Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会

の
大
竹
浩
史
前
部
会
長
が

「
革
新
技
術
と
組
織
力
で
多

彩
な
商
品
を
安
定
供
給
す
る

ト
マ
ト
産
地
」
に
つ
い
て
紹

介
。
平
成

12年
に
同
部
会
で

養
液
栽
培
を
導
入
し
、
栽
培

技
術
を
開
発
す
る
養
液
栽
培

研
究
会
を
組
織
。
複
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
を

重
ね
、
部
会
内
で
知
見
を
共

有
し
な
が
ら
低
コ
ス
ト
養
液

栽
培
シ
ス
テ
ム
や
良
食
味
ト

マ
ト
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
長

期
作
型
及
び
高
収
量
技
術
の

開
発
を
行
い
、
品
質
や
出
荷

量
を
向
上
さ
せ
、

28年
に
は

売
上

32億
円
を
達
成
し
た
と

発
表
し
た
。

　
静
岡
県
袋
井
市
サ
ン
フ
ァ

ー
ム
中
山
㈱
の
玉
井
大
悟
氏

は
、
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

㈱
HappyQualityと

連
携
し

実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
高
リ
コ
ピ
ン
ト
マ
ト
、一

般
的
な
メ
ロ
ン
よ
り
も
果
実

中
可
食
部
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度

を
半
分
以
下
に
抑
え
た
メ
ロ

ン
を
周
年
栽
培
す
る
。
経
産

省
の
異
分
野
連
携
事
業
に
参

画
し
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を

目
指
す
取
り
組
み
や
、
果
実

の
糖
度
を
非
破
壊
で
検
査
す

る
セ
ン
サ
ー
機
器
開
発
へ
の

協
力
な
ど
、
最
新
技
術
を
取

り
入
れ
た
栽
培
を
進
め
て
い

る
と
話
し
た
。

　
徳
島
県
海
部
郡
海
陽
町
３

２
０
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
の
満
尾
匡
記

氏
は
、
地
域
で
新
規
就
農
者

を
迎
え
入
れ
、
き
ゅ
う
り
の

養
液
栽
培
指
導
を
行
い
、
産

地
振
興
を
図
る
「
き
ゅ
う
り

タ
ウ
ン
構
想
」
に
惹
か
れ
２

０
１
７
年
に
移
住
、
２
０
１

８
年
に
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス

15

ａ
で
新
規
就
農
。
８
月
に
初

定
植
分
の
栽
培
を
終
え
て
、

人
に
惑
わ
さ
れ
な
い
知
識
と

経
験
の
積
み
重
ね
、
自
分
の

経
験
を
も
と
に
し
た
指
針

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）の
作
成
が
必

要
だ
と
振
り
返
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
埼
玉
県
久
喜

市
に
あ
る
次
世
代
施
設
園
芸

埼
玉
拠
点
と
埼
玉
県
農
業
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
実
証
ラ
ボ

を
視
察
し
た
。

　
併
催
の
展
示
会
に
は

47社

が
出
展
し
た
。

　
参
加
し
た
生
産
者
た
ち

か
ら
は
、

▼
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
、

各
栽
培
の
苦
労
や
栽
培
の

詳
細
を
沢
山
聞
け
て
よ
か

っ
た
。

▼
ト
マ
ト
の
生
産
・
販
売

の
今
後
の
動
向（
単
価
安
）

で
話
題
を
広
げ
て
ほ
し

い
。

▼
ト
マ
ト
の
消
費
宣
伝
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

▼
海
外
の
農
業
に
は
驚
い

た
。
ト
マ
ト
の
加
工
面
で

の
需
要
は
高
い
と
感
じ

た
。

▼
青
枯
病
な
ど
の
土
壌
病

害
の
対
処
方
法
の
事
例
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
。

▼
業
務
需
要
に
対
応
す
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
大
切
に

な
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
話
題

に
。

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
一
度
に
新
し
い
資

材
・
技
術
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
違
い
も
比
較
し
や

す
か
っ
た
。

な
ど
の
意
見
・
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

ササ
ミミ

ッッ
トト

にに
ササ

ミミ
ッッ

トト
にに

学学
んん

だだ
学学

んん
だだ

参参
加加
者者
のの

参参
加加
者者
のの
声声声声
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全
野

研
青

年
部

副
部

長
　
成
田

な
り
た　
稔
雄

と
し
お

全
野

研
青

年
部

部
長
　
吉
久
保

よ
し
く
ぼ　
憲
章

の
り
あ
き
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今
年
度
か
ら
全
野
研
青

年
部
の
副
部
長
に
な
り
ま

し
た
。
新
潟
県
の
成
田
稔

雄
で
す
。

　
私
は
、
新
潟
市
で
営
農

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
若
輩
者
で
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
青
年
部
活
動
の
活
性

化
に
向
け
て
精
一
杯
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、
茨
城

県
で
大
玉
ト
マ
ト
を
生
産

し
て
お
り
ま
す
。
吉
久
保

と
申
し
ま
す
。
今
年
か
ら
、

全
野
研
の
青
年
部
の
部
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
サ
ミ
ッ
ト
の
実
行
委
員

と
し
て
第
１
回
目
か
ら
企

画
運
営
に
携
わ
っ
て
お

り
、
来
年
度
は

10回
目
の

節
目
の
大
会
と
な
り
ま

す
。い
ち
生
産
者
と
し
て
、

旬
の
情
報
や
現
場
で
役
に

立
つ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の

生
産
者
で
サ
ミ
ッ
ト
の
運

　
全
野
研
は
３
月

27日
に
開

い
た
通
常
総
会
で
、
令
和
元

年
度
事
業
計
画
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
を
行
い
、

51名

の
理
事
、
そ
の
中
か
ら
常
任

理
事

24名
が
選
ば
れ
た
。

　
新
会
長
に
は
渋
谷
忠
宏
氏

（
＝
写
真
前
列
中
央
、
前
副

会
長
、
神
奈
川
県
）、副

会
長

は
、
関
根
勲
氏
（
＝
写
真
後

列
右
、
前
常
任
理
事
、
埼
玉

県
）
・
寶
船
正
夫
氏
（
＝
写

真
後
列
右
か
ら
２
人
目
、
前

監
事
、群
馬
県
）が
新
た
に
選

任
さ
れ
、
小
林
茂
樹
氏
（
宮

城
県
）、青

木
安
治
氏
（
＝
写

真
前
列
左
、
茨
城
県
）、久

保

田
隆
重
氏（
＝
写
真
前
列
右
、

新
潟
県
）
は
再
任
さ
れ
た
。

　
事
務
局
長
は
新
た
に
今
井

新
一
氏（
＝
写
真
後
列
中
央
、

前
常
任
理
事
、
神
奈
川
県
）

が
選
ば
れ
、
監
事
は
新
任
の

柏
﨑
弘
行
氏
（
＝
写
真
後
列

左
、
前
常
任
理
事
、栃
木
県
）

と
、
再
任
の
中
澤
清
氏
（
＝

写
真
後
列
左
か
ら
２
人
目
、

茨
城
県
）
と
い
う
体
制
に
な

っ
た
。

　
大
山
寛
会
長
は
名
誉
会
長

に
就
く
。
新
常
任
理
事
に
は

川
島
孝
夫
氏
（
埼
玉
県
）
・

吉
久
保
憲
章
氏
（
青
年
部
）、

成
田
稔
雄
氏（
同
）が
選
ば
れ

た
。

　
任
期
は
２
０
２
１
年
の
総

会
ま
で
。

　
青
年
部
の
部
長
に
は
吉
久

保
氏
、
副
部
長
に
成
田
氏
が

就
任
し
た
。

新
会
長
に
渋
谷
忠
宏
氏（
神
奈
川
県
）、

　
新
副
会
長
に
関
根
勲
（
埼
玉
県
）・

寶
船
正
夫
（
群
馬
県
）両
氏

営
や
青
年
部
に

興
味
の
あ

る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま

し
た
ら
、
お

気
軽
に
お

声

か
け
く
だ
さ
い
。
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